
【取組内容】子供一人一人が「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶ授業づくり

笠岡市立笠岡小学校（岡山県）

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業【実践事例】

１ 単元内自由進度学習及び複線型授業の実践
本校では令和5年度から，研究主題「『見方・考え方を働かせ，学び合い，高め合う児童・生徒の育成』～子ども一人一人
が主語になる１人１台端末の活用を通して～」を掲げて，子供が「自己選択」「自己決定」「自己調整」できる力を身に付け
ることを目指した取組を重ねている。令和5年度は「単元内自由進度学習（一単元分の学習時間を子供一人一人に委ね，各自
が自分のペースに合わせた計画で進める学習）」を中心に取り組んだが，現在では日常的な授業にこうした趣旨の学びが定着
しつつあり，1単位時間ずつを自由進度で行う「複線型授業」が中心となっている。

２ 「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶための学習環境

こうした「子供に学びを委ねる」学習を保証するために
は，学習環境が重要になる。
• 写真①のように，自分のめあてに応じて，必要な仲間と
協働的に学んだり一人で学んだりすることを各自で選
択・決定できるようにすること

• 写真②③のように，自分のペースで，教師が予め用意し
た学習コーナーや掲示物を活用したり，実験を行ったり
することができるようにすること

• 写真④のように，端末へ調べたことや自分の考えを入力
したり，紙のノートへ書いたりする等の選択・決定がで
きるようにすること

これらは，子供達が学びの中で「自己選択」「自己決定」
「自己調整」を円滑に行うための必須の「環境」と考える。
例えば，一斉授業で③のような理科の実験を行う際には，

① ②

③ ④

一般的にグループで取り組むことが多い。グループで実験をすると，主体的に活動する子供と受動的な態度で過ごす子供と
に分かれることがある。単元内自由進度学習や複線型授業では，必ず一人一人が主体的に実験に取り組むという，一斉授業
に対する良さがある。それは，子供達が学び方を「自己選択」「自己決定」「自己調整」できることによる良さでもある。
さらに大切なこととして，単元内自由進度学習や複線型授業で子供達が「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら
主体的に学んでいると，教師のかかわり方として，多くの子供に対しては「見守る」こと，状況を確認しながら必要に応じ
て声を掛けたり確認したりすることが中心となる。その分，個別の支援が必要な子供に手厚くかかわることができ，その結
果すべての子供に「自己選択」「自己決定」「自己調整」しながら学ぶ機会を用意することができる。
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３ クラウドを活用する良さ
クラウドを活用することで，「自己
選択」「自己決定」「自己調整」しな
がら学ぶことがより容易になる。
（１）は4年理科「とじこめた空気と
水」で子供が自分の学びを記録した学
習カード（スプレッドシート）である。
一人一人が「自分のめあて」「やるこ
と」「学習のまとめ」「振り返り」を
記録しているが，一連の学習過程につ
いて他者参照ができるので，自分がす
ることを選択，決定，調整することに
カードは寄与している。この他にも一
人一人の学習の進捗状況を参照するこ
とができるシートも活用している。
（２）は６年社会「明治の新しい国
づくり」におけるある時間の板書であ
る。本時自分がどの学習内容に取り組
むかを意思表示するためネームプレー
トを張っている（右側）。例えば，あ
る子供は，当初③に取り組むと表示し
ていたが，他者参照しながら②の内容
が不十分であることに気付き，ネーム
プレートを②に張り替えるという様子
も確認できた。他者参照が，学びの自
己調整に寄与している様子であったと
考える。
クラウドを活用することで，教師も
より多くの子供の学びが把握できるの
で，指導・支援も行き届きやすくなる。

（１）4年理科「とじこめた空気と水」におけるある子供の学習カード（一部）

（２）６年社会「明治の新しい国づくり」における板書
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